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前立腺がんの患者は多いですか？
前立腺がんの患者は近年増加しており、令和７年の１年間に９万 9,900 人の男性が前立腺がんと診断され

ていると推測されています。
この数は、男性に発生するがんの中で最も多く、女性で最も多いと言われる乳がんより約 1,000 人ほど、

大腸がんより約１万人、胃がんより約２万人多い数です。

前立腺がんについて

どのようにして発見しますか？
治療により治る可能性が高い早期の前立腺がんには特有の症状がありません。そのため、症状によりがん

を疑うことは困難です。
しかし、前立腺がんの患者では、血液中の PSA（前立腺特異抗原）という値が上昇します。この PSA 値

が４より高い場合、前立腺がんの可能性が高くなります。そのような人には、精密検査をお勧めします。
PSA は採血で調べることができる検査です。鞍手町でも PSA を用いた前立腺がん検診を行っております。

全国での前立腺がん検診受診率が10～15％であるのと比べて、鞍手町の前立腺がん検診受診者の割合は7.4%
であり、約半分の受診率となっております。50 歳以上の男性の皆さんは、一度、前立腺がん検診を受けら
れることをお勧めします。

この PSA 値が高い場合には、MRI という画像検査を行い、がんの疑いがあれば前立腺の一部を針で採取
して調べる「生検」を行います。

最近では、MRI と超音波を組み合わせて行う新しい前立腺の生検方法があります。この方法では、従来
の生検方法と比べて正確にがんを診断でき、15％ほどがんの診断率が上がります。くらて病院では、近々こ
の新しい検査方法を直鞍エリアと八幡西区エリアで初めて導入予定です。

前立腺がんは早期に発見し、適切な治療を行えば治る可能性が高く、約 90％の患者で 10 年以上の生存が
可能です。排尿に関する症状がある、または PSA 検査を受けたことがない 50 歳以上の男性の方は、PSA
検診や泌尿器科の受診をお勧めします。
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